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～三猿峠について～～三猿峠について～～三猿峠について～～三猿峠について～

古来、末崎村境を出入りする主要道は海路を除き３ヶ所と考

えられる。南西は三猿峠、西は通岡峠、北東は丸森峠で他は海

に囲まれている。三猿峠は明治３４年の道路大改修によって、

今泉街道（現バス路線）が開設され次第に衰退していったが、

それ以前は小友広田高田方面から日常的に往来する唯一の道で

あった。峠は梅神の愛宕神社から峯沿いに約 100m 南に下った

所で、愛宕様鳥居前を南西に緩やかな杉木立の道を登ると頂で

ある。峠上からは南西に小友平野・広田湾・長部方面が展望出

来、そのすぐ東側には三猿神社（高清水細川家氏神様で２間四

方のお堂）が行き交う旅人達の安全を願い、堂内には３基の石

碑が鎮座しており、中央の碑(42 ㎝× 90 ㎝)に陽刻(浮彫)で３

様のポーズによって内緒を暗示しているようだ。なお三猿と庚

申碑(日本百科全書)については、仏教大仏あるいは天台大仏が

天台の不見・不聞・不言の三諦を猿の形に託して表したものに

始まるとの説がある。しかし三匹猿の形が最も多く見られるの

は、今も村里に残る庚申塔であって庚申の本尊が青面金剛童子

とし、三匹猿はその侍者だとする説が行き渡っている。これか

らみても、これは庚申でいう三尸(さんし)の説の三とカノエサ

ル(庚申)のサルとが合体してできた信仰と考えられる。なお、

庚申信仰とは十干十二支の組み合わせの一つで、６０日または

６０年毎に巡ってくる庚申の日に営まれる信仰行事であり、三

尸の虫とは道教の説で、人の体内に

居て庚申の夜に人が眠るのを見燈し

て天に昇り、大帝にその人の罪を告

げる。すると大帝はその人を早死に

させると云うのである。従って長生

きするためにはその夜は眠らないで

身を慎む、これを守庚申と云う。三

尸の説は中国の晋時代に始まり、次

第に日本の民間に伝わり仲間と共に

徹夜で庚申の祭事を行う習俗にな

り、その夜は三尸の虫が身から抜け

出さないよう夜籠もりしながら見張

るということである。従って三猿の

碑とは庚申碑を表していると考えら

れる。（聖）
啄木も参った三猿神社啄木も参った三猿神社啄木も参った三猿神社啄木も参った三猿神社
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コースと主な地点通過時間コースと主な地点通過時間コースと主な地点通過時間コースと主な地点通過時間

丸木 → 末中前 → 末小前

8:40~ 8:46~
→ 中井 → 山根 → 碁石

9:02~
→ 西舘 → 梅神海岸前

→ 丸木

9:38~
※最終の通過まで約２０分

かかるようです。
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